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豊中伊丹クリーンランド見学記 

 

1. 豊中市、伊丹市と富士市の比較（豊中・伊丹のデータ 「ひと目でわかるクリーンランド」） 

 豊中市 伊丹市 富士市 

人口 

（H23/10/1 現在） 
［人］ 390,254 197,094 260,550 

ごみ排出量 

（H23 年度） 

［t］ 118,564 58,781 81,686 

［g/人・年］ 832 817 857 

ごみ処理経費 

（H23 年度） 

［円］ 2,068,277,381  

［円/人・年］ 3,521  

 

2. 施設配置図 

1） 新ごみ焼却施設整備基本計画実行前（平成 22 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 現在（新ごみ焼却施設整備基本計画実行＿豊中伊丹スリーR・センター完成） 

既存の「粗大ごみ処理施設」機能を強化更新すると共に、環境学習・啓発機能を追加した

「豊中伊丹スリーR・センター」を完成（余熱利用施設は休業中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kurashi/gomi_risaikuru_bika/cleanland/toukei_shiryou/nennpousiryou.files/H23-Hitome.pdf
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3） 平成 30 年度（予定）（新ごみ焼却施設完成_新ごみ焼却施設整備基本計画完了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 豊中伊丹スリーR・センターの概要（詳細：「ひと目でわかるクリーンランド」） 

1） 施設の規模 

① 施設処理能力  134ｔ/ 5 時間 不燃・粗大系統： 53ｔ、資源物系統：81ｔ 

      （旧能力：135ｔ/ 5 時間 不燃・粗大系統：116ｔ、資源物系統：19ｔ） 

② 処理対象品目  びん、ペットボトル、プラ製容器包、缶、古紙、古布 

    粗大ごみ、不燃ごみ、剪定枝 

2） 施設の特徴 

① 3R の推進  ：資源化率の向上（32%⇒50% 以上） 

② 環境学習機能の向上 

③ モニタリング体制の充実 ：公共の責任のもとに公設民営方式で事業化 

④ 障がい者の就労  ：30 人の知的障がい者の一般就労 

3） 環境学習業務の実施体制（NPO 法人豊中・伊丹環境政策フォーラム運営） 

① 常勤スタッフ    4 人 

② 非常勤スタッフ、サポータ  5 人 

③ ボランティアスタッフ  13 人 

④ 連携団体  NPO 法人とよなか市民環境会議アジェンダ 21 

大阪工業大学工学部環境工学科廃棄物共存工学研究室 

注：ここでの運営体制は、まず、スリーR・センター全体を民間企業が委託運営し、 

その中の環境学習・啓発部門のみ NPO 法人豊中・伊丹環境政策フォーラムが再委託

され運営するという形態となっている。 

4） 施設見学実施状況｛人数（件数）｝ 

 小中学校 地元市民 他市市民 その他 合計 

平成 24 年度 5,146（77） 1,460（133） 368（31） 450（39） 7,424（280） 

平成 23 年度 5,298（91）   476（ 22）  12（ 2） 140（ 7） 5,926（122） 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kurashi/gomi_risaikuru_bika/cleanland/toukei_shiryou/nennpousiryou.files/H23-Hitome.pdf
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5） 施設の概要 ～資源循環型社会の拠点「森の中の再生工場」～ 

（豊中伊丹スリーR・センター 広報パンフより引用） 
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4. スリーＲ・センターにおける環境学習 

1） 基本的な考え方 

ごみ問題を基軸とした環境学習を行い、廃棄物処理に係る様々な課題、とりわけ「分別」

の重要性に「気づき」、自らのライフスタイルを変革させる「行動」に結び付けるための

“学習の場”となることを目指す 

2） 市民協働による展開 

① 市民団体との協働 

 市民団体（NPO－環境学習業務担当）との役割分担・責任範囲の明確化 

② 見学案内担当の市民ボランティア制度確立 

 市民が参加しやすいボランティア制度を設計し、「人づくり」に

主眼を置いた育成 

3） 施設見学ナビゲーター“ごみぶくろう” 

 

5. NPO 法人 豊中・伊丹環境政策フォーラムとは（HP より引用） 

豊中市・伊丹市両市の市民生活や環境政策に大きく関わる「豊中市伊丹市クリーンラン

ド」が整備される機会に、この施設を有効に機能させ活用することによって、両市の市民・

事業者・行政が協働しながら環境問題の解決につなげる活動をしていきます。 

1） 環境学習機能の運営 

① 豊中市伊丹市クリーンランドの施設見学をベースにした環境学習 

② 新環境学習・啓発施設における環境学習メニューの開発 

③ 中学生の体験学習および大学生のインターンシップ・出前講座 

④ ボランティアの養成 

⑤ 市民参加による講座の開催、フォーラムの実施 

2） 「森の中の再生工場」の実現に向けて 

① 猪名川など周辺の自然環境との共生 

② 施設内の自然空間の創出・整備 

③ 自然環境学習の拠点として 

3） モニタリング・政策提言 

① ごみ処理施設のモニタリングへの市民参加・コミュニケーション支援 

② 環境問題に関する情報の提供・発信・交流 

③ 両市の環境政策への提言 

 

6. 感想 

1） 豊中伊丹スリーR・センターの環境学習・啓発機能のコンセプトは、環境学習の基本的

な考え方で謳っているように、市民（見学者）が「見て」、「気付いて」、「行動する」ラ

イフスタイルへの変革を目指していることが十分に覗える。 

2） 従って、通常のリサイクルプラザで主体をなす「展示物」は少なく、見るものは「廃棄

物の中間処理施設」そのものである。 

3） このことは、現在建設中の「新ごみ焼却施設」にも引き継がれることが「新ごみ焼却施

設整備基本計画」の中で明記されている。 

4） この点で見ると見学者に「気付かせる」ための「見学ガイド」の説明の力量が問われる

http://www1.ocn.ne.jp/~toyoi3r/report.html
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こととなるが、ここでの「見学案内担当の市民ボランティア制度確立」は大きな意味を

持っているものと思われる。 

5） 要は、ここではまず最初に見学者に気付いてほしい「何か」があって、それに気付いて

もらうために「何をどのように見せ、どのように説明するか」ということであるように

思う。 

6） このことをここでは、NPO 法人豊中・伊丹環境政策フォーラムが企画し、実行している

ということであろう。 

 

7. その他 

1） 市民ボランティア 

① 活動内容 

主に、豊中市・伊丹市の小学校 4 年生の社会科見学の学習サポート 

豊中市、伊丹市とも、小学校 4 年生に対し、当該施設の見学が制度化されている。 

② 資格 

所定の養成講座（半日×4 日）にすべて出席、週一回以上見学サポートが可能な方 

③ 手当 

交通費｛定額：2,000 円｝＋午前午後となった場合は、昼食費（1,000 円）支給 

 

8. その他の引用資料 

① 豊中市伊丹市区リーランド 新ごみ焼却施設整備基本計画（平成 22年 3月） 

 

 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kurashi/gomi_risaikuru_bika/cleanland/shinshisetsuseibi/keikakukihon.html

